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五警哥まをのために 


デジタル S ュージックプレー ャー 
録音アクセヴ U —キット 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

A 聲化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事 
^ ° U I 故になることびあります。 

この取巧説明書と別冊の「クイックスター ト ガイド J 「操作ガイド」をよくお読み 

のラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでを見ら 
れるところに必ず保管してください。 





ソニー 製品は ま 全に充分配慮して設計されてい ま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちびった使いか 
たをずると、火災や感電などにより人身事故になる 
ことびあり危険です。事故を防ぐために;欠のことを 
必ずお守りください。 


まをのためのを意事頃を巧る 


この「安全のために」の注意事項をよくお読みくだ 
さい。 


定期的に点なする 


1年に1度は、ほこりびたまっていないか、故障した 
まま使巧していないか、などを点横して<ださい。 


巧盾した 5 巧わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づい 
た日、すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓 
□に修理をご依頼ください。 

OAC パワーアダプ 
ターをコンセント 
>から巧く 
0お買い上げ店また 

けソ—ーサート"フ 

窓□に修理を依頼 
する 



警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品 
では、次のよつな表の 
をしています。 

表示の内容をよ<理解 
してから本文をお読み 
<ださい。 


A 警告 


この表示の注意事項を 
守らないと、乂災•感 
電などにより死亡や大 
けびなど人身事故の原 
因とな0ます。 


ま意を促ず記号 

A 


底 

火災 


感電 


行為を禁止ずる記号 


0 (§) 

禁止 めれ手禁止 


® d) 

分锅禁止接轴禁止 


么を意 


この表示の注意事項を 
守らないと、感電やそ 
の他の事故によりけが 
をしたり周辺の家財に 
損善を与えたりするこ 
とびあ0ます。 


行為を指示ずる記号 

€ 

プラグをコン 
セントから抜く 


NW-S603K 

1111111111111111111 

咳 2007 Sony Corporation Printed in Malaysia 


本アクセサ u —キットには、ウォークマン本体とウォークマンで録音ずるための 
アクセサリーび同捆されていまず。 

パソコンを使用せずに、ウォークマンの充電や音楽の録音を行ラことびでをます。 


A 警告 I A A 

下記のま意を守5ないと、义災 • 感電により大け方 i の原因となりまず。 

分解や改造をしない 

火災や感電の原因となることびあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 

分お禁止 



本アクセヴ U —キットに同捆されているものは、下になります。 

ウ オーク マン ( NW - S 603) 本体 1 式 


巧部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となりまず。万一、水や異物び入ったときは、すぐに AC パワー 
アダプターをコンセントから振いて、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 
AC パワーアダプターを使巧しないとをは、電源プラグ部をたたんでおいて<ださい。 



詳しくは、「クイックスタートガイド」をご覧ください。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所、直射日光のあたる場所、水や薬品などがかかる 
おそれのある場所には置かない（特に風呂場では絶対に使用しない） 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因となることびあります。また、 AC パワーアダプターの 
近くに水の入った容器などを置かないでください。 

0 

禁止 



録音アクセサリー 

• AC パワーアダプター (1) • 本革キヤ U ングケース （1) 



• 保証書 （1) 


本製品は対応機種 1 U 列では使わない 

火災やけびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

AC パワーアダプターをお手入れの際、電源プラグを抜く 

電源プラグを差し込んだままお手入れすると、感電の原因となることびあります。 

€ 

プラグをコン 
セントから抜く 

雷が鳴りだした5、 AC パワーアダプターの電源プラグに軸れない 

感電の麵となります D 



接關禁止 

めれた手で AC パワーアダプターをさわ5ない 

感電の原因となることびあります。 

(§) 

めれ手禁止 

AC パワーアダプターを巧団などでおおった状態で使わない 

熱びこをってケースび変あしたり、火災の原因となることびあります。 

0 

禁止 


应\注意 I 

下記の注意事項を守5ないと、 けび をしたり周辺の家財に損害を与えたりずることが 
ありまず。 


通電中の AC パワーアダプターや製品に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因となることびあります。 

0 

禁止 


コード類は正しく配置ずる 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や乾倒などによりけびの原因となることび 
あるため、充分注意して接続、配置して<ださい。 _ 

0 

禁止 


長期間使わないとさは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとさは安全のため AC パワーアダプターをコンセントから抜いてください。 
絶縁祟化、漏電などにより火災の原因となることびあります。 



端子を金属でショートをせない 

乂災や感電の原因となります。 


禁止 


ほ用上のご注意 

置いてはいけない場巧 

使用中、保管中にかかわらず、次のよラな攝所に置かないでください。故障の原因になります。 

• 異常に高温になる場戸斤 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温になり、放置すると変形したり、故障したりずるこ 
とびおります。 

• 直射曰光の当たる場巧、熱器具の近く 

変形したり、故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでください。 

• 乂災や感電のを険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場所や湿気のある場所では使巧 
しないで < ださい。 

また、 AC パワーアダプターの上に巧瓶などの水の入ったものを置かないでください。 

巧用について 

• AC パワーアダプターを使用ずる前には、必ず接続ずる機器の定格電圧、定格電流を確認の上ご使用く 
ださい。 

• AC パワーアダプターの使用が態によって、定格電流より過大な電流び流れた場合は、まをの為に AC パ 
ワーアダプターの出力電圧が一時的に途切れ、使用されている機器の電源が切れる場合がありまず。 

• 強い衝撃を与えたり、落としたりしないでください。 

• 使用後は必ず AC パワーアダプターをコンセントから抜いておいてください。 

• コンセントから抜くときは AC パワーアダプターを持って抜いてください。 

• AC パワーアダプターの接点部に他の金属類び触れないよラにして<ださい。ショートすることびあり 
ます。 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くような電源コンセントに接続し、異常び生じた場合は速やかに 
コンセントから抜いてください。 

• 録音巧ケープルのプラグはしっかり差し込んでください。不亮全な接続は、雑音の原因となります。 

• 録音庙ケープルのコードを振くとさは、必ずプラグを持って抜いて<ださい。 

• 録音庙ケープルにつなぐ機器の取扱説明書をよ<お読みください。 

お手入れにごいて 

• 巧れたとをは、柔らかい巧やティッシュペーパーなどで、きれいに拭さ取ってください。 

ミちれびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に柔らかい巧をひたし、固くしぼってから汚れを拭き取 
り、乾いた巧で仕上げてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないで<ださい。変質することびありまず。 

• 化学ぞラさんをご使巧の際は、その注意書さに従ってください。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のちのをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接輔させると、変質することび 
あります。 


本草キヤリングケースのお手入れのしかた 

• 水に濡れた5 

天然本革は、雨や汗などに濡れた場合、色ムラや染み、風含いの変化、色落ち、色焼けする場合びあり 
ます。水に插れた場含は、柔らかい布で水気を取り直射日光を避けて風通しの良い場所で陰干ししてく 
ださい。 

• 巧れがついたら 

ほこりや軽いミちれは、乾いた柔らかい巧で拭いてください。油性の巧れなどは、皮革用ク U —ナーを少 
量含ませてふき取った渡、からなさしてください。ただし、色ムラになったり色落ちする場合ちありま 
すので、目立たない部分で試してからお使い<ださい。 

• 長期間保管するときは 

風通しのよい場所に保管してください。通気性のわるいちのに保管すると、カビの原因になります。 

本まキヤリングケースについてのごミち意 

• 本革キヤ U ングケースは本革を使巧しているため、各品毎に風合いび異なる場合びありますび、ご了承 
<ださい。 

• 写真と現物は異なる場合びあります。 








主な特長 

本アクセサ U - キットでは、しソ下のことびでをます。 

• AC パワーアダプターを使って充電する。 

• 録音用ケーブルを使って録音ずる。 

• NW - S 70 OF シ U - ズ / NW - S 600シ U - ズの操作ガイドを使って、ウォークマン 
の基本操作などを参照する。 

AC パワーアダプター 

• 電源コンセントから（パソコンを使わずに）、ウォークマンへ電源を供給可能 

• 電源プラグ部に約180度回転可能な「スイングプラグ」を採用 
一多くの電源コンセントや電源タップで使用可能 
一持ち重び時には、電源プラグ部は邪魔にならないよラに収納可能 

• AC 100-240 V 50/60 Hz の入力電圧に対応しているので、世界中ほとんどの 
電源で使用可能 

W 電源コンセントのお巧は、各国やを地で異なりますので、市販の電源プラグ変換アダ 
プターを一緒にご使用ください。（本製品には電源プラグ変換アダプターは付属して 
おりません。） 

録音用ケ_ブル 

• ウォークマンのダイレクトエンコーディング（録音）機能用の専用接続ケーブル 

• ポータブルプレーヤーやシステムコンポなどから、ウォークマンに直接/簡単に 
録音可能 

• 音量を調整でをる録音レベル切り換えスイッチ付を 

本まキヤ y ングケース 

• 上質な牛革と柔らかい触りむ地の人□皮革スウ; L - ド「エクセーヌ®* 2 」を採用し 
た本革製ケース 

•ベルトループ、八ンドバック、ネックストラップなどさまざまなスタイルで身に 
つけられるシルバー U ングカラナビ付 

• 別売レヴーネックストラップ " STP - NWN 3" とコーデイネイトを楽しめる同色 
同素材仕様 


が「ェクセーヌ® J はまレ株式会社の登録商標です。 


巧電する 


巧かでごほ用になるかたへ 

AC パワーアダプターは、 AC 100-240 V , 50/60 Hz の範囲でお使いいただけま 
す。そのため、市販の変換プラグアダプターなどを使えば、世界中のほとんどのホ 
テルおよび家庭用電源で使用でをます。ただし、電源コンセントのお状はさ国、さ 
地さまざまですので、お出かけ前には旅行代理店などでお確かめ<ださい。 

巧換プラグアダプターびな<てちほえるまな国/化巧 

-日本 -カナダ 

•アメリカ •メキシコなど 

そのほかの国/地域については、旅行代理店でお確かめください。 


AC パワーアダプターをミ毎外旅行者用として市販されている「電子式変圧器（トラ 
ベルコンバーター)」などに接続すると、故障することびありますので、ご使用に 
ならないで < ださい。 


AC つード 



変換プラグアダプター（別売り） 

電源コンセントの形状びちびラ 
とさは、巿販の変換プラグアダ 
プターをお使い < ださい。 


録音する 

録音ち法については、付属の操作ガイドでご確認<ださい。 


主な仕様 


AC パワーアダプター 


を格入力電圧 
定格出力電圧 
を格出力電流 
消費電力 
最大外巧サ法 


質量 


AC 100 - 240 V 、50/60 Hz 
DC 5.0 V 
800 mA 
7 W 

約 63 x 22 x 63 mm 
(幅/高さ/奥行さ） 

(突起部を含まず） 

約65 g 


録音用ケーブル 

入出力端子 


スイッチ 
コード長 

質量 


音声出力側： WM-PORT 
(22 ピン） 

音声入力側：ステレオ S ニプラグ 

LEVEL 1に 
約 0.6 m 
約 10 g 


(0 3.5 mm ) 


本まキヤ y ングケース 

な質 ケース：本革（牛革） 

リングカラビナ：亜鉛（メタルメツキ) 
最大外あサ法 約 38 x 22 x 94. 5 mm 

川畐 X 高さ X 奥行さ） 

質量 約 17 g 


本製品の外観及び仕様は、改良のため予告な<変更することびありますび、ご了承 
<ださい。 


録音用ケーブルを接続する 


接続例 

ウォークマンの 

WM-PORT へ 


I 争 


音声出力機器の LINE 
OUT 端子やヘッドホ 
ンジャックへ 

(LINE OU 

にこ片 3 ^^感 


LEVEL スイッチ 



商標 

"ウォークマン"、 " WALKMAN "、" WALKMAN " □ゴは、ソニー株式会社の登録 
商標です。 


AC パワーアダプターを接続する 



" WM-PORT は、ウォークマンとアクセヴ U - を接続する専用マルチ端テです。 

1 AC パワーアダプターに AC コードを つなぐ。 

2 AC パワーアダプターとウォークマンを接続する。 

ウォークマンに付属の WM-PORT 専用 USB ケーブルで接続します。 

3電源プラグ部をコンセントに差し込む。 

充電び開始されます。 

詳しくは付属のウォークマン操作ガイドをご覧ください。 

ごを意 

• 充電しなびらウォークマンで再生することはでをません。 

• 充電は周囲の温度び日〜3日 DC の環境で巧ってください。 

• USBA ブや USB 延長ケープルをご使用の場合の動作保証はいたしかねます。お、ず、ウォークマンに付属 
の WM-PORT 専巧 USB ケースレなど、ウオークマン側の指定する接続ち法に従ってください。 


LEVEL スイッチにごし、て 

録音時の音のレべ j レを切り換えます。 

• LEVEL [1] (そのままの音量で録音）：ポータブルプレイヤーなどの LINE OUT 
端テ* 1 やへッドホンジャックがから録音する場合 

• LEVEL に](音量を下げて録音）：システムコンポなど、音声出カレベルが高い 
機器の LINE OUT 端テ W から録音する場含 

LINE OUT 端テとの接続には、オーディオ変換ケーブル（ステレオピンプラグ n ステ 
レオミニジャック）が別途必要となる場合があります。 

がヘッドホンジャックから録音する場合、音が割れないように、ウォークマンに接続し 
たへッドホンで音声を聞きなが6音声出力機器で音量を調整してください。 

ごを意 

• ウォークマンの WM - PORT へ直接接続してください。他のアクセサ U —を介して接続すると録音できな 
いことびあ0ます。 

• LEVEL [1] でシステムコンポなどの音声出カレベルび高い機器から録音すると、音び割れることがあ 
ります。その場合は、 LEVEL スイッチを LEVEL に]に切り換えてください。 

• ケーブルを抜<とさはプラグを持って抜いて<ださい。ケーブルを持って引を巧かないで<ださい。 


ウォークマンを本まキヤリングケースか6取0 
出すとを 



1ケースの両側を軽く押す。 

2回の部分のすき間か5指を入れて、ウオークマンを引き巧く。 


保証書と アフターサービス 


巧証書 

• この製品には保記書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保記期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとまはまずチェックを 

この説明書をもラー度ご覧になってお調べください。 

それでを真合の悪いとまは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談くだ 
さい。 

保証期間中は 

保証書の記載内容に基づいて交換させていただをます。詳しくは保証書をご覧ください。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本製品についてご不明な点や、技術的なご質問、故障と思われるとさのごネ目談については、下記のお問 
い合わせ先をご利庙 < ださい。 

•ホームぺージで調べるには=> ウォークマンカスタマーサポートへ 

(http://www.sony.co.jp/walkman-support/) 

最新サポート情報や、よくあるお問い含わせとその回答をご案内しています。 

• 電話- FAX でのお問い合わせは吟お客様ご相談センターへ（下記電話- FAX 番号） 

本製品の商品カテゴリーは、[ウォークマン]-[ウォークマン A シ U - ズ、 E シリーズ、 S シ U - ズ] 
です。 

お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

-型名： NW - S 603 K 
一ごネ目談内容：でさるだけ詳しく 
-お買い上げ年月日 


♦ http :// www . sony . co . Jp / SonyDrive / 

お客様ご相談センター 

•ナビダイヤル . 査 SO 己 70-00-33 11 

(を国どこからでも市内通語料でご利用いただけまず） 

♦携帯電話 - PHS でのご利用は03-已 448-33 11 

(ナビダイサルびご利用でさない場合はこちらをご利用<ださい） 

• FAX . 04目 6-31-2595 

受付時間：月〜を狂〜20 口日± ■曰■ネ兄曰日;日日〜17;00 
お電話は自動音声応答にてお受けしていまず。 

ソニー株式を社 f108-0075 東京都港区港南 1-7-1 








